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82 レポー ト作成の手順

くく レポー ト提出までの流ね >>

▼

レポー テーマカ えられる

1.提出までの ―ルをたてる

4.材料を集める

6.材料を整理する

5.ア ウ トラインを考える

7.構成を考える
↓
↑

トア

●
Ｆ
Ｌ
彊
Ｈ
「
澤
ト

9.推敲する

10.最終チエノク

提  出

▼

暑◎7

2.話題を絞 り込む

3.最終的な主張を定める
Vハリヽ″ヽ″nい

8.執筆する
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33 三度読み方式

くのがベスト・タイミングです。

υ ろ́ん、知らないものをそのままにしておくのはいけません。大学では、高校ま

での国語の時間のように、音読するという機会はほとんどありませんcそ のために、

間違った読み方のままでいたり、語句の意味も何となくしかわからないことがありま

す。この状態では、本当に理解することはできません。また、語彙 (ボキャブラリー)

が少ないという人は、語彙を増やす努力をしていないことがほとんどです.レポート

や論文を書 くときの表現力を身につけるためにも、その都度、解決していきましょ

う。最初は面倒だと感じるかもしれませんが、このような日々の積み重ねをしなが

ら、語彙を増やしていきましょう。

次に接続語です。接続語とは、文法的には「接続詞」や「接続助詞」と呼ばれるも

のです。ここでは、両者の区別をつけずに、接続語と読んでおきます.接続語には、

文と文をくっつけるはたらきがあります。ただ、やみくもにくっつけるわけではな

く、そのくっつけ方には決まりごとがあります。その決まりごとを知っておくと、前

後の文どうしの関係がわかるようになります。

接続のタイプ 接続語の例

結果・帰結を表す ので、から、だから、したがって、と、それで、すると

逆接 。対照を表す しかし、けれども、のに、ても、ところが

追加・累加を表す たり、そして、また、なお、 しかも
言い換え・例示を表す つまり、すなわち、要するに、たとえば

理由・補足を表す なぜなら、というのは、ただし、もっとも

話題の転換を表す さて、ところで

接続語にはどのようなはたらきがあるかをあらかじめ頭の中に入れておいて、テ

キス トを下読みしながら、その語が出てきたら印を付けておきます。WorkshOp

(pp.29-31)の 文章からいくつか例をあげておきましょう.

0白人の占める割合が高く、次がアフリカ系アメリカンであったという構成が、

変わりつつあります。たとえば【→例示】、メキシヨ、プエルトリコ、キューバ

などスペイン語を主言語とするヒスパニック人口の急激な増加です。

・ 1980年 に全人口の 6.4%だ ったヒスパニックは、1996年 には 10.7%に 増え、

2010年 の中ごろには 13.8%ま で達すると予測されています。また【→累加】、高

い大学就学率と専門職への進出増を特徴とする中国、インド、ベ トナムなどア

ジア系アメリカンの増加も顕著です。

・ 第二には、インターマリッジ、つまり【→言い換え】異民族、異人種間の結婚

の増加です.
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